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シ
リ
ー
ズ
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
９５

沼
津
病
院
の
記
念
碑
建
立
計
画

沼
津
兵
学
校

の
輝
か
し
い
事
蹟
は
、
明
治

二
七
年

（
一
八
九
四
）
出
身
者
た
ち
に
よ

っ

て
建
設
さ
れ
た
記
念
碑
に
よ

っ
て
長
く
後
世

に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
創
立
七
〇

周
年
に
あ
た
る
昭
和

一
五
年

（
一
九
四
〇
）

に
は
新
た
に
址
碑
も
建
立
さ
れ
、
さ
ら
な
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
加
わ

っ
た
。

ま
た
兵
学
校
と
は
別
に
、
教
育
史
上

の
独

自

の
意
義
を
顕
彰
す
べ
く
沼
津
兵
学
校
附
属

小
学
校

の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
は
平
成

一
〇
年

（
一
九
九
八
）
の
こ
と
だ

っ
た
。

さ
ら
に
沼
津
に
は
沼
津
兵
学
校
に
密
接
に

関
連
す
る
機
関
が
も
う
ひ
と

つ
あ

っ
た
。
西

洋
医
学
に
も
と
づ
く
先
進
的
な
医
療
と
医
学

教
育
を
行

っ
た
静
岡
藩
立

の
沼
津
病
院
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
現
在

の
と
こ
ろ
、
沼
津
病

院
に
関
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
存
在
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
実
現
し
な
か

っ
た
も
の
の
、
戦

前
、
沼
津
病
院

の
記
念
碑
を
建
立
す
る
と
い

う
計
画
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
推
進
者

は
、
沼
津
兵
学
校
創
立
七
十
年
記
念
会

の
中

心
と
な

っ
た
、
旧
幕
臣

の
子
孫
で
戦
後
も
郷

土
史
家
と
し
て
活
躍
し
た
大
野
虎
雄
で
あ
る
。

近
年
、
大
野
家
資
料
の
中
か
ら
、
「沼
津
兵
学

校
附
属
　
沼
津
病
院
遺
蹟
　
杉
田
六
蔵
書
」

と
墨
書
さ
れ
た
建
碑
用
の
原
稿
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

揮
一塁
者

の
杉
田
六
蔵

（
一
八
七
〇
～

一
九
四

六
）
と
は
、
沼
津
病
院
頭
取

（院
長
）
杉
田

玄
端
の
六
男
で
、
東
京
高
等
商
業
学
校
を
卒

業
し
常
磐
火
災
海
上
保
険
会
社
常
務
取
締
役

・

横
浜
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
取
締
役
に
な

っ

た
人
物
で
あ
る
。

な
お
、
沼
津
病
院
は
、
当
初

「陸
軍
医
局
」

と
し
て
発
足
し
た
時
点
で
は
沼
津
兵
学
校

の

管
下
に
あ

っ
た
と

い
え
る
が
、
後
に
病
院
に

改
組
し
て
か
ら
は
兵
学
校

の
管
轄
を
離
れ
た

の
で
、
「沼
津
兵
学
校
附
属
」
と
い
う
の
は
正

確
で
は
な

い
。
と
は
い
え
、
当
時

の
研
究
水

準
か
ら
す
れ
ば
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

揮
一塁
に
関
し
て
杉
田
か
ら
大
野
に
送
ら
れ

た
書
簡
も
十
数
通
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら

に
よ
れ
ば
、
大
野
が
揮
一曇
を
依
頼
し
た
の
は

昭
和

一
六
年

（
一
九
四

一
）
で
あ
る
。　
一
〇

月
二
四
日
付
の
大
野
宛
杉
田
書
簡
に
は
、
「碑

面

の
文
字
を
老
生
に
揮
昔宅
せ
よ
と
の
御
申
越

に
接
し
其
光
栄

ハ
身
に
余
る
儀
に
候

へ
共
元

来

の
悪
筆
に
て
到
底
御
用
に
立
ち
不
申
且

つ

其
資
格
に
も
乏
し
き
も
の
と
愚
考
候
に
付
何

卒
平
に
御
容
赦
被
下
度
」
と
あ
り
、　
一
旦
は

断
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
月
二
〇
日
付
書
簡

で
は
、
「折
角

の
御
希
望
を
無
下
に
お
断
り
申

上
る
も
却
て
礼
を
失
す
る
や
に
被
存
且
又
老

生
の
明
治
三
年
貴
地
に
生
誕
し
た
る
古
里
の

事
に
も
あ
り
ゆ
か
り
浅
か
ら
ず
と
思
考
致
し

候
に
付
文
字

の
拙
劣
を
御
厭
ひ
な
く
バ
御
受

け
申
上
る
外
無
之
と
存
じ
候
」
と
さ
れ
、
重

ね
て
の
依
頼
を
断
り
き
れ
ず
承
知
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
揮
一塁
は
翌
年
七
月
に
で
き
あ
が

っ

た
よ
う
で
あ
り
、
東
京
在
住

の
杉
田
が
湯
治

の
た
め
伊
豆
を
訪
問
し
た
際
に
沼
津
に
立
ち

寄
り
、
大
野
に
手
渡
し
た
ら
し
い
。

杉
田
玄
端
は
亡
く
な

っ
て
久
し
く
、
そ
の

息
子
た
ち
の
う
ち
、
沼
津
で
少
年
時
代
を
送

っ

た
武

（
一
八
五
二
～

一
九
二
〇
）
・
雄

（
一
八

五
八
～

一
九
〇
六
）
・
盛

（
一
八
六
四
～

一
九

二
四
）
ら
も
す
で
に
故
人
と
な

っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
唯

一
ま
だ
健
在
だ

っ
た
、
沼
津
生

ま
れ
の
末
弟
六
蔵
に
題
字
を
書

い
て
も
ら
う

こ
と
を
頼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
六
蔵
は
沼
津

兵
学
校
創
立
七
十
年
記
念
会
に
も
招
待
者
と

し
て
参
列
し
て
お
り
、
す
で
に
大
野
は
知
遇

を
得
て
い
た
よ
う
だ
。

大
野
は
、
「沼
津
兵
学
校
址
」
碑

の
建
立
に

続
き
、
沼
津
病
院

の
顕
彰
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
。
昭
和

一
四
年

（
一
九
三
九
）
刊
行

の

著
書
は

『
沼
津
兵
学
校
と
共
人
材
　
附
属
小

学
校
並
沼
津
病
院
』
で
あ
り
、
あ
え
て
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
沼

津
病
院

の
顕
彰
を
強
く
胸
に
秘
め
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
よ
う
。

は
た
し
て
大
野
は
独
力

で
建
碑
を
実
現
す

る
つ
も
り
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
石
碑

の

建
立
場
所
は
、
当
時
ま
だ
沼
津
病
院
時
代
の

建
物

の

一
部

（
江
戸
薩
摩
藩
邸
の
長
屋
を
移

築
し
た
と
い
う

一
棟
）
を
保
存
し
て
い
た
沼

津
市
西
條
町
の
駿
東
病
院
前
だ

っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
藩
立
病
院

の
後
身

で
あ
る
駿
東
病

院
や
沼
津

の
医
師
会
、
あ
る
い
は
開
業
医
た

ち
が
こ
の
計
画
を
積
極
的
に
援
助
す
る
と
い
っ

た
動
き
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

結
局
、
戦
争

の
激
化
な
ど
の
影
響
で
あ
ろ

う
、
大
野
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
ず
、
記
念

碑
が
建

つ
こ
と
は
な
か

っ
た
。
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
七
月
に
は
、
空
襲
に
よ
り
駿
東

病
院
は
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
石

材
業
者
に
渡
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
杉
田
の
揮

竃
は
、
大
野
宅
で
永

い
眠
り
に

つ
い
た
の
で

あ
る
。

ど
の
時
代
の
人
々
に
と

っ
て
も
医
療
は
身

近
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
年

の

沼
津
に
、
全
国
的
に
も
稀
有
な
近
代
的
医
療

機
関
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
歴
史
の
中
に
し

っ

か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今

こ
そ
、
こ
の
七
〇
年
前

の
揮
一曇
を
活
用
し
て
、

か

つ
て
大
野
が
夢
見
た
沼
津
病
院
記
念
碑

の

建
立
を
実
現
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（樋
口
雄
彦
）
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江
原
素
六
の
親
類

の

一
軒
に
、
幕
府

の
旗

本
だ

っ
た
稲
葉
家
が
あ

っ
た
。
素
六
の
妹
満

寿
子

（
ま
す
、

一
九
二
七
年
没
）
の
夫
と
な

っ

た
稲
葉
千
波

（
一
九

一
六
年

一
二
月

一
八
日

七
四
歳

で
没
、
如
説
院
殿
行
道
日
光
居
士
）

が
、
長
崎
奉
行
を

つ
と
め
た
稲
葉
出
羽
守
正

申

の
次
男
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
満
寿
子
が
嫁

い
だ
の
は
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
二
三
歳

の
時
だ

っ
た
と
い
う
の
で
、
素
六
に
と

っ
て

は
二
歳
年
下
の
妹
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
後
年
、

素
六
の
三
男
二
郎
は
、
叔
母
夫
婦

の
養
子
と

な
り
稲
葉
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
江
原

。

稲
葉
両
家
は
よ
り
強
く
結
び
付

い
た
。

そ
も
そ
も
稲
葉
家
は
、
常
陸
国
真
壁
郡
で

五
〇
〇
石
を
領
し
、
正
之

（長
右
衛
門
）
―

正
房

（
出
雲
守
）
―
正
勝

（
八
左
衛
門
）
―

正
武

（
出
羽
守
）
―
正
朝

（
主
税

・
来
応
）

―
正
申

（清
次
郎

。
出
羽
守
）
と
続

い
た
家

で
あ
る
。
春
日
局
が
生
ん
だ
子
を
祖
と
す
る

大
名
稲
葉
家

の
分
家
筋
に
あ
た
る
。
正
申
は

書
院
番

。
小
納
戸

ｏ
日
付
海
防
掛
な
ど
を
歴

任
し
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
五
月
に
長

崎
奉
行
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
赴
任
か
ら

間
も
な
く
同
地
に
て
病
没
し
て
お
り
、
菩
提

寺

（
東
京
都
江
東
区

・
雲
光
院
）
に
残
る
墓

石
に
は

「嘉
永
元
成
申
歳
九
月
廿
七
日
在
長

崎
西
御
役
所
卒
子
行
年
五
十
五
　
六
代
目
稲

葉
出
羽
守
越
智
正
申
君
之
墓
」
と
彫
ら
れ
て

い
る
。
正
申

の
跡
は
長
男
清
次
郎

（
一
八
六

四
年
時
点
で
四
〇
歳
）
、
す
な
わ
ち
千
波
の
兄

が
家
督
を
継

い
だ
。
清
次
郎
は
小
姓
組

。
小

十
人
頭

・
先
手
弓
頭
な
ど
を

つ
と
め
、
長
州

征
討

の
た
め
大
坂
に
出
陣
し
た
こ
と
も
あ

っ

た
。

館蔵)

七
代
目
清
次
郎

の
没
年
は
不

明
で
あ
る
が
、
八
代
目
を
継

い

だ
と
思
わ
れ
る
稲
葉
錠
次
郎
は
、

実
は
沼
津
兵
学
校

の
第
五
期
資

業
生
に
な

っ
て
い
る
。
万
延
元

当＜

年

（
一
八
六
〇
）
九
月
二

一
日
、

「小
十
人
頭
清
次
郎
惣
領
」
と
し

て
将
軍
に
初
御
目
見
を
許
さ
れ
、

「銀
馬
代
」
を
下
さ
れ
た
ほ
か
、

文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
二
月
に
は
昌
平
費

の
初
稽
古
に
参
加
し
た
と

い
っ
た
断
片
的
な

履
歴
が
判
明
し
て
い
る
。
戊
辰
時
に
は
小
筒

組
差
図
役
頭
取
と
し
て
陸
軍
士
官
と
な

っ
て

い
た
た
め
、
沼
津
兵
学
校

の
暫
定
生
徒
に
編

入
さ
れ
、
後
に
資
業
生
試
験
に
及
第
し
た
ら

し
い
。
沼
津
市

・
乗
運
寺

の
過
去
帳
に
、
明

治
三
年
八
月

一
五
日

「稲
葉
錠
治
郎
弟
十
才

玉
誉
選
光
童
子
」
、
同
日

「同
人
妹
十
五
才

円
誉
妙
鏡
童
女
」
と

い
っ
た
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
家
族
と
と
も
に
沼
津
に
移
住
し
て

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
錠
次
郎
は
沼
津
兵

学
校

の
廃
校
ま
で
在
学
し
て
い
た
の
か
ど
う

か
も
含
め
、
そ
の
後

の
足
跡
は
全
く
不
明
で

あ
り
、
東
京

の
菩
提
寺
に
も
何
ら
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な

い
。

錠
次
郎
に
と

っ
て
千
波
は
叔
父

に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、
兵
学
校

へ
の
進
学
は
江
原
素
六
と
の
姻

戚
関
係
が
影
響
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
千
波
は
維
新
後
、
「家

に
従

つ
て
」
江
戸
か
ら
藤
枝
に

移
住
し
た
後
、
沼
津
に
転
居
し

た
と

い
う

の
で
、
当
初
、
当
主

で
あ
る
甥

（
あ
る
い
は
清
次
郎

が
生
存
し
て
い
れ
ば
兄
）
と
同

居
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
慢
性

の
胃

病
を
か
か
え
て
い
た
千
波
は
、
仕
官
や
商
売

を
す
る
こ
と
も
な
く
、
義
兄
素
六
が
住
む
沼

津
在
の
金
岡
村
に
茶
園
を
所
有
し
、
家
計
を

維
持
し
て
い
た
と
い
う
。

消
息
不
明
と
な

っ
た
稲
葉
錠
次
郎
と
そ
の

子
孫
に
対
し
、
分
家

で
あ
る
千
波

の
跡
は
、

三
郎

（
三
井
物
産

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
長

・

三
井
倉
庫
専
務

。
太
平
製
糖
社
長
な
ど
）
、
三

郎

の
子
素

一
、
そ
の
弟
興
作

（
石
川
島
播
磨

重
工
業
株
式
会
社
会
長

ｏ
日
本
商
工
会
議
所

会
頭
）
と
続

い
た
。

〈参
考
文
献
〉
『江
原
素
六
先
生
伝
』
、
『新
訂
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
、
『柳
営
補
任
』
、
『旗

本
家
百
科
事
典
』
第

一
巻
、
『江
戸
幕
臣
人

名
事
典
』
第

一
巻
、
『
近
世
庶
民
生
活
史
料

藤
岡
屋
日
記
』
第
九
巻
、
『昌
平
坂
学
問
所

日
記
　
Ⅲ
』

（樋
口
雄
彦
）
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史料館からのお知らせ

平成26年度 第 1回企画展
『苦むかLのボク・わたし～近代沼澤子ども事情～」
開催中 期間7月 1日①～9月 28日0
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企画展ギヤラリートーグ

8月 2日①・8月 30日⊂)

いずれも14:00～ 40分程度
単芸員による展示解説です。

観覧料はかかりますが、参加は無料、申込

不要です。

当館単芸員による講義

と館内施設や展示の見学、

資料を使つた実技を行い

ます。動きやすい服装で。

日 時 :8月 7日体)
10:00～ 15:00

対 象 :市内に在住もしくは通単する高校生
定 員 :10名    参加料 :無 )(斗

詳しくは
明治史料館ヘ

お問い合わせ

ください。
日 時

対 象

定 員
参加料

犠 河m』 をつくる0
日時 :8月 1日③
9:00´V12:00

対象 :小学4～ 6年生

定員 :20名  参加料 :20円 (保険料等)
申込 :7月 23日(a9:00よ り
電話にて受付 (先着順)

戦時中の話を体験者か

ら聞き、「すいとん」をつ

くつて食べます。近隣の

戦争史跡の見単もします。

日 時 18月 6日 (本 )

10:00´V15:00

対 象 :小学4～ 6年生定員 :30名

参加料 :20円 (保険料等 )

園②イベントウ込1受借申
申込みはいずれも7月 23日α)9:00より電話にて受付 (先着順)

富絞生のための自日募芸員体験講座  戦時中のくらしを体験しよう

キ争を考える戦争実路めぐり
マイクロバスで市内の戦争史跡をまわり見単します。

8月 8日 C)・ 8月 10日 (日)
9:00´▼16:00
市内の小単生・中単生と

その保護者

いずれも23名

一人20円 (保険料等)
当日キヤンセルの場合も

参力□料はいただきます。

沼津市明治史料館通信
第 118号

平成26年 7月 25日

編集 。発行 沼津市明治史料館
〒410-0051沼津市西熊堂372-1
TEL055-923-3335
mX1055-925-3018
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